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 以下の通り本ユーザーグループの活動を報告します。 
年  月  日 

ユーザーグループ名 位相計測 

活動期間 2007 年 4 月 1 日 ～ 2012 年 3 月 31 日 （５年間） 

代表者 百生 敦 署名： 
 
本継続期間におけるユーザーグループとしての活動実績： 
 
位相計測ユーザーグループでは、Ｘ線コヒーレンスおよびＸ線位相計測およびＸ線位相イ

メージングなどの応用に関する学術的および技術的情報交換を学術会合やメーリングリスト

を使って行ってきた。また、ＰＦの次期光源計画に対しても、当該分野における視点から、

適宜コメントを発信してきた。さらに、PF における産業利用促進のために協力した（先端研

究施設共用促進事業）。以下に本ユーザーグループの主だった活動を示す。 
 
１）ＰＦ研究会主催 
「Ｘ線位相利用計測の将来展望」2008.1.17-18、KEK-Proceedings 2007-18 
２）シンポジウム・ワークショップ共催・後援 
 JSR11 サテライトシンポジウム「生命現象のイメージング」共催、2011.1.11（つくば） 
 ”International Workshop on X-ray and Neutron Phase Imaging with Gratings” 後援、 2012.3.5-7

（日本科学未来館、主催：ＪＳＴ，共催：東大新領域） 
３）先端研究施設共用促進事業協力 
 住友化学「繊維強化プラスチックにおける３次元形態の可視化に関する研究」 
 大林組「建設材料の欠陥や不良部位イメージングによる破壊メカニズムの解明」 

ユーザーグループメンバーによる、PF を利用した主な研究業績： 
 
 Ｘ線 Talbot(-Lau)干渉計による位相イメージングの実用展開（2009.2.27 科学新聞、

2010.3.31 日経産業新聞、2011.2.17 日本経済新聞ほか、2011.5.30 日経産業新聞） 
 住友化学、耐衝撃性に優れた有機繊維強化 PP 開発（2010.6.3 日刊工業新聞） 
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※紙面が足りない場合は適宜追加してください。形式は自由です。 


